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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】 
 平成22年２月９日に提出した第60期第３四半期（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日）の四半期報告書の

記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するもので

あります。 

 

２【訂正事項】 
第一部 企業情報 

第２ 事業の状況 

１ 生産及び販売の状況 

４ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 

 

３【訂正箇所】 
 訂正箇所は  を付して表示しております。 
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第一部【企業情報】 

第２【事業の状況】 

１【生産及び販売の状況】 

（訂正前） 

（２）事業セグメント別取扱実績 

① 航空運送事業 

イ．輸送実績 

 当第３四半期連結会計期間の輸送実績は次のとおりである。 

対象期間 
 
項 目 

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

国内線    

  （省略）  

貨物輸送重量 （トン） 130,871 122,993 

貨物トンキロ （千トンキロ） 127,642 121,379 

  （省略）  

 

（訂正後） 

（２）事業セグメント別取扱実績 

① 航空運送事業 

イ．輸送実績 

 当第３四半期連結会計期間の輸送実績は次のとおりである。 

対象期間 
 

項 目 

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

国内線    

  （省略）  

貨物輸送重量 （トン） 130,871 123,053 

貨物トンキロ （千トンキロ） 127,642 121,409 

  （省略）  
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

（訂正前） 

（１）業績の状況 

（省略） 

◎航空運送事業 

＜貨物＞ 

 国内線貨物については、前年度下半期以降の景気低迷に伴う機材小型化によって生産量減となる中、一般混載

貨物の需要が低調に推移したこと等により、輸送重量は前年同期を下回った。 

 以上の結果、当第３四半期の国内線貨物輸送重量は12万２千トン（前年同期比94.0％）、収入は85億円（前年

同期比93.9％）となった。国内線郵便輸送重量は８千トン（前年同期比90.6％）、収入は９億円（前年同期比

94.5％）となった。 

（省略） 

 

（訂正後） 

（１）業績の状況 

（省略） 

◎航空運送事業 

＜貨物＞ 

 国内線貨物については、前年度下半期以降の景気低迷に伴う機材小型化によって生産量減となる中、一般混載

貨物の需要が低調に推移したこと等により、輸送重量は前年同期を下回った。 

 以上の結果、当第３四半期の国内線貨物輸送重量は12万３千トン（前年同期比94.0％）、収入は85億円（前年

同期比93.9％）となった。国内線郵便輸送重量は８千トン（前年同期比90.6％）、収入は９億円（前年同期比

94.5％）となった。 

（省略） 




